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　「VOC 排出対策ガイド―基礎から実践・

評価法まで―」をホームページ上で公開

してから 1 年以上が経ちました。揮発性

有機 化合 物（VOC） 排出インベントリ検

討会（環境省）によると、平成 22 年度は

VOC 排出量が全国で 79 万トンであり、平

成 12 年度と比較すると 44.1% 減となって

います。政府の定めた VOC 排出対策や民

間部門の削減努力により、VOC 排出量は

着実に減少していることがわかります。

一方、大気環境においては、浮遊粒子状

物質（SPM）の環境基準達成率は 93% を

上回る状況ですが、光化学オキシダント

の環境基準達成率 0% と著しく低い状況

となっています。このことを受けて環境省
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の VOC の排出抑制対 策の在り方につい

て、法規制と自主的取組を合わせた現行

の VOC 排出抑制制度は、このまま継 続

することが適当であると報告しています。

これまでに取り組んできた VOC 排出抑制

努力を今後も着実に継続させることで大

気環境の悪化を未然に防ぎ、光化学オキ

シダントや SPM の環境基準達成率を向上

させることが肝要です。

第 3 版ではこういった最近の動向をふま

え、内容を更新いたしました。本ガイド

がこれからも VOC 排出対策に係わるみな

さまのお役に立つことを願っております。
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　VOC（揮発性有機化合物）は大気中で

浮遊粒子状物質（SPM）や光化学オキシ

ダントの原因となります。平成 16 年に改

正された大気汚染防止法では、平成 22

年度までに工場 等の固定発 生源 からの

VOC 排出総量を平成 12 年度比で 3 割程

度削減することを目標としました。その

結果、平成 20 年度の VOC 排出量は平成

12 年度の 35% 減となり、改 正大気汚染

防止法の目標は達成されたといえます。

　しかし現実には、光化学オキシダント

の濃度は漸増し、VOC 削減の真の目的は

達成されていない状況です。今後も光化

学オキシダントの発生を減らすため、更

なる VOC 排出対策が必要といえます。ま

た、VOC は悪 臭 物質や 発がん性 等 の 健

康へ悪影響のある物質を含みます。その

ため、単純に VOC の排出量が減ったから

初版序文
といって VOC による種々の問題が解決さ

れたとは限りません。例えば VOC を処理

することにより、臭気や健康影響の強い

VOC が副生したり、その他の生成物が発

生したりすることもあります。VOC 排出

施設の近隣で悪臭の問題が起きないよう

に、 また近隣 住 民や VOC を取り扱う作

業者の健康を守るために、引き続き VOC

排出対策が必要です。

　それでは、今後どのように VOC 排出対

策を行っていけばよいのでしょうか？　

東京都地域結集型研究開発プログラムで

は、これからの VOC 排出対策について検

討し、「VOC 排出対策ガイド - 基礎から実

践・評価法まで -」を作成しました。この

VOC 排出対策ガイドは、「環境にやさしい

VOC 排出対策」を知るための手引書です。

そのコンセプトを図 1 に示します。

　

図 1　VOC 排出対策ガイドのコンセプト
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　これまでは一 般に処理技 術は VOC の

処理効率（どれだけ減ったか）により評

価されてきました。一方、この VOC 排出

対策ガイドでは、処理により二次生成す

る物質も測定し、排出ガスの環境への影

響（粒子生 成 能、オゾン生 成 能、悪 臭、

健康影響など）を評価する方法について

も取り上げています。更に、処理技術を

導入する際に、消費エネルギー、技術導

入コスト、製品の品質維持などのバランス

をどのようにとるか、についてもまとめて

います。排出している VOC の環境への影

響や排出対策によりどのくらい環境影響

を低減できるかを知り、そして、コストと

の比較により、より効率的な VOC 排出対

策を選択するガイドとなるように作成され

ています。

　VOC 排出 対 策 ガイドは、 基 礎 編と塗

装編からなります。基礎編では、VOC に

関する基礎情報のほか、VOC 処理技術、

VOC 排出対策の評価方法（測定方法、影

響評価方法、処理技術導入による環境影

響低減の評価方法）、そして、具体的な削

減への取組方法を記載しています。塗装

編では、VOC の排出量の多くを占める塗

装現場の排出対策についてまとめていま

す。工場内塗装における VOC 排出の実態

や臭気、環境への影響などの基礎情報と、

工程改善による VOC 削減手法や VOC 処

理装置について述べています。また、東

京都地域結集型研究開発プログラムで開

発された最新の処理技術も紹介していま

す。

　このガイドは、幅広い分野の内容を網

羅しています。そのため、事業者の方々

が VOC 排出対策を行うための情報源とし

てはもちろん、VOC 排出対策に係る行政

担当者の方、研究者の方等、多くの方々

にご利用いただけるように作成しました。

　今後、多くの方々のご要望・ご意見を

取り入れ、この VOC 排出対 策ガイドを、

更に分かりやすく、より実用的なガイドと

して完成させたいと考えております。皆様

のご意見・ご要望・ご感 想をお待ちして

います。HP 上にある「ご意見募集フォー

ム」からご投稿いただけます。たくさんの

ご意見をお寄せください。

　　平成 23 年 6 月 30 日
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